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下
半
期

〇上半期の行動プランを継続する。
〇「横浜 St☆dy Navi」等のＩＣＴから得られたデータを効果的に活用しながら気付きの視点を
　　増やし、多面的・多角的に生徒の実態を把握する。
〇Study☆naviを使い生徒自身が自身の課題を意識しながら取り組む。
○授業評価アンケートを通して、生徒の振り返りや各試験の状況等から、生徒の課題を
　分析し、行動プランを見直す。

下
半
期

〇保健体育の授業では、球技において集団スポーツを経験することにより、他者とともに体を動
かすことによる相互アドバイスを活発にし、楽しさを共有する授業を展開する。
〇上半期に計画した課題解決に向けた取り組みの状況を確認し、まとめとして再度新体力テス
トを実施する。
〇生徒会主催の全校参加の企画として、軽スポーツを取り入れる。運動への親しみにつなげ
る。
〇避難訓練や防災学習を通して、安全について考える機会を設ける。
〇手洗いと換気を励行し、感染症の予防を強化する。
〇自らの健康を保持増進のために生活習慣の見直すことができる機会を設ける。
〇中学校給食の全員喫食に向けて校内体制を整え、食育の機会の拡充につなげる。

横浜市学力状況調査の結果等から本校生徒の学習
に関する傾向を分析した。

〇１、２年生は学習の意識が高く学ぶことを前向きに
捉えているが、３年生は学習に対する意識が少し低く
なっており、結びついてきた学力はついてきているが
前向きに学習に対して捉えていないことがわかる。

〇基礎的な学力の定着は見られるが、応用力、表現
力を伸ばしていく必要がある。特にどの教科において
も思考判断を問う問題に課題が見られる。

〇以上のことから、指導法の研究実践や各自に合っ
た学習方法を提示していくこと等、様々な方向からの
学習支援が引き続き必要な状況だと考える。授業評
価アンケートを参考にし生徒の意見を取り入れ授業
を展開していく。また、ICTをより積極的に活用した効
率的な学習支援を展開し実践していく。

〇生徒自身が自分の課題を意識しながら取り組めるように、個に応じた学習支援を行い学力向上を図っていく。
〇生徒の学習意欲を高める方策の研究・実践を行い、基礎学力だけではなく、思考力や表現の向上も目指す。

〇「朝食を毎日食べる」と回答した生徒の割合は、男
女ともに横浜市平均を下回っている。
〇体力合計点を横浜市平均と比較したときに、男子
は平均を上回ったが、女子は平均未満であった。各
種目ごとの点数を比較すると、“長座体前屈”が男女
ともに市の平均を下回っており、学校全体として“柔
軟性”に課題がある。
〇睡眠時間を横浜市平均と比較すると、７時間以上
睡眠をとっている生徒の割合が男子は上回り、女子
もほぼ平均と同等であったが、６時間未満の生徒の
割合も男女ともに市平均を大きく上回っていた。睡眠
時間の２極化が起こっていると言える。
〇健康診断では、歯肉炎や歯垢の付着がある生徒
がみられる。

　〇健康観察を通して、自分の健康の保持増進について考える。
　〇自身の生活を理解し、体力の向上と運動習慣を身につける。

目標を実現するための具体的行動プラン 目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

〇教員が教科のねらいを明確にした授業つくり、生徒が課題を捉えた学びを深められるよう
　実践的研究をすすめる。
〇授業に生かせるユニバーサルデザインを研究し、わかる授業を実践していく。
〇教員間の情報交換を密にし、授業力向上研修会を実施し、個別最適な学びについて
　理解を深め、計画的に実践する。
○授業評価アンケートを通して、教師が生徒の意見を取り入れ授業にいかす。
〇chromebookの有効活用について情報交換を行い、１人ひとりの習熟状況に応じた支援を
　行う。
〇特別支援委員会とタイアップして、個に応じた学習支援について研究し、実践していく。
〇あらゆる学習場面において、生徒の学習意欲を高める工夫をする。

上
半
期

〇生徒が新体力テスト、横浜市体力・運動能力調査の結果を振り返り、課題解決に向けた生活や、取り
組みを計画できる時間を設定する。
〇保健体育の授業では、学習カードを用いて、単元ごとに高まる体力を理解し、自身の生活に運動を取
り入れるきっかけにできるようにする。
〇保健体育の授業で体育理論を学び、スポーツの必要性や歴史等を知識として定着させ、実践できる
ように促す。
〇保健体育の始業時に、校庭２周、体育館３周走り、準備運動を毎授業実施する。
〇生徒会主催の全校参加の企画として、軽スポーツを取り入れる。運動への親しみにつなげる。
〇保健の授業では、３年間を通して、“健康な生活と病気の予防”の単元を自分のからだの様子や生活
習慣を見つめる機会となるように実施する。
〇定期健康診断を自分の成長や体の様子、病気について知る機会にする。
〇歯科検診時に歯科衛生士より口腔の健康について個別指導をする時間を設定する。
〇学校保健委員会で健康課題に即した内容を取り上げる。
〇避難訓練や防災学習を通して、安全について考える機会を設ける。
〇自分の食生活を見つめ直し、健康と食事の関わりや生活習慣について考える機会を増やす。

担当 保健指導部・保健体育科

学力向上に関わる本校の状況 今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況 今年度の目標

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

個に応じた指導
〇単元ごとの振り返りや学習への取組状況や試験結果、年２回行う授業評価アンケートを通して、生徒の課題を
見極めた学習支援を展開する。〇Study☆naviで学習状況調査の結果を見ることで、生徒自身が自分の課題を意
識しながら学習できるよう手立てを考え、実践する。

健康教育
➀主体的に取り組めている授業内容を実生活に生かす力を育む。体育的行事等を生徒が主体的に取り組めるようにする。➁生徒
がデータから自分の体力や健康状態を理解し、主体的に健康な生活を実践できるようにする。③給食の全員喫食に向けて、校内
体制を見直し、食育の機会を工夫する。

担当 学習指導部

下
半
期

〇いずみ野祭等の行事を通して、他者とのかかわりを深め、自分の役割を見出す機会となるよ
う、また互いに高め合えるように支援していく。
○いずみ野祭の発表の中に「横浜こども会議」の内容を入れ、全校で理解し、いじめ防止の意
識を高める。
〇１学年において生徒の実態に応じた「人権講演会」を実施し、様々な考え・意見を学ぶ機会を
設ける。
〇道徳授業の振り返りを丁寧に行うことで、自分自身との関わりの中で考えを深めているかを
確かめる時間を設定する。
〇授業を通してコミュニケーション力の育成を目指し、生徒の人権感覚を磨く機会を増やす。

中期取組目標
○チームいずみ野として、生徒・職員共に一人ひとりを大切にする学校を目指します。
     ・個に応じた指導を充実すると共に、わかる授業の実践を目指します。
     ・一人ひとりが自己有用感をもち、自他を認め、安心で楽しい学校生活を目指します。
     ・基本的な生活習慣を身に付け、運動やスポーツに親しみ、心身ともに健康な生徒を育成します。
     ・コミュニケーションを大切にし、多様性を認め、自ら行動できる生徒を育成します。
     ・ボランティア活動を充実させ、地域社会に貢献する生徒を育成します。

学力向上アクションプラン 健やかな体の育成プラン

「心身の健康」　「創造的なとりくみ」　「誠実な態度」
～生命・自然を大切にし、地域社会の人とともに成長する生徒を育てます～
【知】自ら学び自ら考える生徒
【徳】自らを律し行動する生徒
【体】運動やスポーツに親しみ、情操豊かで心身ともに健康な生徒
【公】夢や目標をもち、よりよい社会の実現に向け行動する生徒
【開】多様性を尊重し多角的に物事を判断する生徒

(１）豊かな心に関わる生徒の実態
横浜市学力・学習状況調査　生活・学習調査の結果
に基づき、実態検証を行った。
〇１、２年生は学習に対する意識が高く、学ぶことを
肯定的に捉えていることがわかる。３年生は、受験生
という不安などから、少し消極的になっている可能性
がある。気持ちに寄り添った支援ができるとよい。
〇１年生では規則正しい生活を心がけている傾向が
ある。２、３年生の生活や自己に対する意識を高める
支援を考えていきたい。
（２）これまでの学校の取組状況
〇学校生活に関するアンケートや教育相談アンケー
トを通して生徒の実態を把握する機会を作り、教職員
全体で共通理解に努めている。
〇Y-Pアセスメントを行い、学級活動・学年での活動
に結果を役立てる、支援の方法を考えるなどの努力
をしてきた。
〇発達段階に合わせた道徳の授業内容にすること
で、生徒の成長の糧になるような授業づくりを心掛け
ている。

〇他者との違いを認めて、協力し合い、互いに思い合える心を育む。
〇合理的配慮の視点を全教職員に深く浸透させ、教育活動に生かす。

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

〇「いずみ野中学校人権宣言」について教職員には研修、生徒には道徳の授業を行い、理解
に努め、いじめ防止授業の中でも人権宣言への振り返りを行う。
〇生徒理解研修を年度初めと５月ごろに行い、保健・国際・特別支援の視点から生徒一人ひと
りの様子を共有する。
〇国際教室担当を中心に外国につながる生徒の把握と放課後の時間を利用して学習支援を行
う。
〇全職員で学習ルームの学習支援を進める。情報交換を密に行い個に応じた支援を展開す
る。
〇年度初め、長期休暇後に教育相談を行い、個々の思いを受け止める環境を整え、支援を進
める。
〇全校・学年・学級でレクリエーションを実施し他者との関わりをもち、互いを思い合う機会をも
つ。
○２学年で人権作文、３学年で国際平和スピーチに取り組み、調べ学習を通して一人ひとりが
関心のあるテーマで考えを深める機会を設ける。
〇全校道徳として「平和学習」を行い、発達段階に応じた題材を用い、平和に対する理解を深

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

○自ら学び、考え、行動する力
○自己肯定感を高め、自信をもって生きていく力
○心身共に健康で、たくましく生きる力
○多様性を尊重し、進んで人と関われる力

具体化した資質・能力

○自分を大切にし、自分の夢や目標に向かって努力する力
○多様性を尊重し、進んで他者と関わるコミュニケーション力
○自分の考えや意見を発信し、まわりと協働して課題を解決する力

人権教育
○生徒がいずみ野中学校の人権宣言を意識して諸活動に取り組めるようにする。
○学習、行事、委員会、部活動等様々な場面で互いの違いを認め、理解し合えるような活動を取り入れる。
○研究や研修を通して全職員が合理的配慮をよく理解して諸活動に取り組めるようにする。担当 生活充実指導部

学校教育目標 豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

横浜市立 いずみ野中学校 令和７年度 豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組


